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『ロランの歌』．における「怒り」の表現

浅　　野　　幸　　生

0．

武勲詩は中世フランスの叙事詩の代表であり、最も古く成立したジャンルの

一つである。今日まで伝わるものは80編余りであるが、ここでコーパスとして

用いる「ロランの歌」はその中で最も古く代表的な傑作として人口に胎灸して

いる0成立年代は一異説はあるがrll世紀末と言われ、ここで採用したオクス

フォード写本は1170年頃に書かれたとされる。

西ローマ帝国皇帝シャルルの甥で若き武将のロランを称える十音綴（decasy1－

1abe）約4000行の韻文は、当時はヴィェルという弦楽器を片手にした遊行芸人

たちによって朗吟されたいそうな人気を博していたようだ。言語的には当時の

ノルマンディー地方で用いられたアングロ＝ノルマン方言で書かれている。他

に複数の写本、翻訳が伝わっているが、作品としての完成度でいえばオクス

フォード写本に及ばない。（1）

本稿では「ロランの歌」に現れる「怒り」を表す語彙を観察することによっ

て、当時のフランス語における意味的差違や使い分け、さらに多義性や類義性

の問題にも可能な範囲で言及してみたい。

まず始めにフランス語における「怒り」を表す語桑の歴史を概観してみよう。

一般論として、同じ概念を表す語彙が一言語の長い歴史の中にあって全く変

化しないことは、在ったとしてもむしろ稀であろう。それはいわゆる音声変化

の結果ということだけでなく、・言語外的要請で語彙が入れ替わることはどの言

語でも頻繁に見られる現象である0社会も文化も時代によって大きく変化すれ
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古典ラテン語

ira（m）

ガロ＝ロマン語 古仏語　　　14e

（iraistre→13e：iros，irascu→15e：irier，iror→16e）

Curut

alrler

maltalent

ばなおさらそれが自然であろう。

ここで取り上げる「怒り」を零す語彙についてもこのことは当てはまる。た

だ、社会制度や衣服を表す語彙などに比べて、感情は時間的にも空間的にも普

遍的なものであり、一旦語嚢が定着してしまえば同一言語内で語彙の放棄や入

れ替えをする言語外的必然性は無いように思える。ここでは語彙交替の原因と

いうデリケートな問題は敢えて扱わないが、様々な分野の中でも感情の語彙は

一種特有なものとして扱わなくてはならないのかもしれない。

フランス語の祖先であるラテン語において「怒り」を表す代表的な語彙はira

であった。古典期の哲学者セネカ（LA．Seneca）の有名な著作「怒りについ

て」の原題も　≪Deira≫である。それに対してその後二千年近くを隔てた現代

フランス語における代表的対応語はcolereで、この意味におけるiraの直接の

子孫は残っていない。ラテン語を話していたローマ人も、現代のフランス人も、

そして言ってみればその中間嘩階にある中世人たちも、怒るという感情とその

対象においてはきっと大差は無いはずなのに、それを表す語嚢は完全に変わっ

てしまっている。

iraはireという形でフランス語に持ち込まれた。iraの対格iramの鼻音は

早い段階ですでに脱落し、強勢を持たない語尾子音aは0などと同様に「曖味

な」子音として残った。（2）ラテン語が帝国の拡張とともに中央ヨーロッパに伝播

し現代のロマンス語の元が形成される過程において、多くの語彙がより長く印

象の強い俗ラテン語の語彙に変わっていくことを考えると、この短い語が－表
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15e　　　16e　　　17e　　　18e　　　現代フランス語

cholをre

（文語）

chaude chole

す意味が強いだけに一層－よくそのまま存続したものだと思うが、その一方で

やはり同じ意味を表す別の語が徐々に生まれてきていた。

ロランにireに次いで高い頻度で現れるのがcurutの派生語である。ラテン

語corrumpereの過去分詞Corruptusから作られた俗語動詞＊corruptiareを祖

とする。これが古仏語の段階で動詞curucierになり、そこから名詞形curutが

生じた。元の動詞が「腐敗する」「変質する」を意味することから、G．Gougenheim

は「怒りが心の変質と見なされたのだろう」と推測している。ロランでは形容

詞形しか出てこないが、中世においてはよく使われる吉葉であった。唯一中世

から（文語として）現代に残った語群である。（courroux，COurrOuCer，COur－

rouce）

この意味で次によく使われたものにmaltalentがあるi3）talentという名詞の

前にmal「不幸」がついてできたものだが、talent自体元々「欲望・願望」を意

味していたため、この合成語が「怒り」の意味を持つようになったのは自然の

成り行きであった。この時代の類語の中では珍しく純粋に怒りを表し得たので、

その意味でも貴重な存在であった。後にlが母音化してmautalentという形に

なったが、18世紀にヴォルテールがこの意味で用いた時は既に古風な語法

（archa‡sme）であった。（4）

他に俗ラテン語の＊adirareから生まれたairier「怒らせる」、air「怒り」があ

る0元の形はiraにadNが付いたこれまた合成語であるが、この接頭辞は進行方

向を示す積極的な意味合いを持つため発生当時はかなり強い感情を表していた
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ものと思われる。方言により使用状況が異なり、ロランには見出すことができ

ない。従ってここ‾では調査対象から外すことにする。

現代を代表するcolさreは15－16世紀に姿を現した。元々、胆汁（bile）が引き

起こす病気を意味していたこの語は最初cholereと綴られ、「熱い胆汁」を意味

するchaudecholeと併用されていた。後者はその後すぐ姿を消したが、前者は

綴りを変えやがて頻用されるようになっていく。16世紀はまだireとcurutが

使われていたので、これらの古い2語と新しい2語が競合関係を続けていた。

curutは先に述べたように使用される領域を変えセ生き残ったが、ireの方は17

世紀に一意図的な使用か宗教の領域を除いて一使用されなくなった。（5）

古仏語の時代には、これら以外にも文脈によっては怒りを表す語がいくつか

在ったが、ここで扱う語彙の「場」にとっては周辺的なものと見なし取り上げ

ない。（6）

2．

「ロランの歌」の中に現れる「怒り」を表す語とその生起数は以下の通りで

ある。

ireとその派生語……………23

Curutとその派生語…………4

maltalent　……………………3

ire　…………………………11

irur…‥・……………………6

irrement　…………………　2

irez…………………・▲……・2

irance………………………1

irascut　……………………1

curucus・：…………………・3

CuruCiez・・・・…………・・……・1

maltalant

maltalantif　………………1

先に述べたように、コーパスの写本は基本的にはアングロ＝ノルマン方言で

書かれている。（7）各時代の各言語（これはまさにソシュールの言うところのlan－

gueに当たるのだろうが）に、それぞれ「怒り」を表す語嚢の「場」が在るとす
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れば、ここに現れた使用状況は11－12世紀のこの方言の語彙場（Champlexical）

を表しているのだろう。この表を大雑把に見ただけでも、何が基本的な語で何

がそうでないかぐらいは理解することができるだろう。

さて、我々はここでGougenheimの提示した次の仮説の検証を試みることに

したい。（8）

Unfaitimportant aupoint devue dela psychologie deshommes du

moyen急geestqueiYeetCOur7VuX（curut） nedesignentpasseulementla

COlere，mais aussilecha rin．Plusexactement，CeSdeux notions sont si

さtroitement melさes
qu’il est difficile de doser Chaque foisla part

revient achacuned’elles．（括弧・下線は筆者が補う）

上記の調査により少なくとも当該方言においては、最も基本的で標準的な語

彙はireでそれにcurutが次ぐことはほぼ明らかになった。ところがこの証言

によると、当時この二語は「怒り」のみならず「悲しみ」をも同時に表し、こ

の二つの観念はこれらの語の具体的生起の中で分かちがたく結びついており、

どちらがどのぐらいの割合になっているのかを言うのは困難であるという。

例えばロランの2944行に次のような箇所がある。

OradCarlesgrantire．（Apresent，Charlesaunegrandedouleur．）（9）

シャルルマーニュが甥ロランの亡骸を見つけ涙を流すところを見て、側近の

ネーム公が言ったせりふである。確かに、甥を救出せんがため長い行程を大急

ぎで引き返してきたばかりの時にこの悲劇に遭えば、皇帝の心はほぼ悲しみ一

色で、すぐにはそれを怒りに転化する余裕はとても無かったかもしれない。し

かしだからと言って、この時皇帝の心の中に琴を殺した者に対す畠怒りが芽生

えていなかったと断言できるだろうか。つまり作者に、芽生え始めていた怒り

を表現する意図が無かったと言えるだろうか。

同コーパス中にireは11回現れるが、校訂者のJ．Bedierがそれらにどのよ

うな訳語を与えているだろうか。

ire COlere COurrOu X fu reu r rag e ang OISSe－

11 3 5 1 1 1
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こうして見ると11例中9例は純粋な怒りを表すものと解釈されている。

Einzifraiunpoidelegerie　　　　　　　　　　　　　　　　　300

Quejon’esclaircestemeiegrantin　　　　　　　　　　　　　　301

ここではガメロンが、義父に当たる自分をサラセン王のもとに派遣させるよ

うロランが提案したことに対して怒りをあ・らわにしている。

QuanteoveitGuenesqu’ores’enritRollant，

Duncadteldoelpurpoid’i7enefent；

ガヌロンが潔く使者を引き受けず悪あがきをしていることに対して、ロラン

が高笑いをする。それに対してますますガメロンの怒りが高じていく。

Marsiliesfutesculurezdel’i7P， 485

サラセン王マルシルのもとに使者として来たガヌロンによって伝えられる

数々の屈辱に対して、怒りのあまり青ざめる（futesculurez）場面である。

≪Carlememandet，kiFranceadenbaillie，

Quemeremembredeladoluredel，i7V，

ガヌロンはさらにシャルルの言葉を伝える。かつてサラセン王のもとに派遣

した二人の使いが、山中にて無残をとも首を切られた。その時の怒りと悲しみを

思い起こせと。

Jovosaifaitalquesdelegerie，

Quantpor－ferirvusdemustraigrantiYe．

ガメロンの言葉に対し怒ったマルシルの子息が彼を討とうと言ったことに対

して、マルシルが軽はずみな怒りだったとガメロンに赦しを請うている。

Carleslivelz，alabarbeflurie，

－178－
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Jamaisn’ertjurnqu，iln，enaitdoelein． 971

美男の戦士マルガリスが王マルシルに、ロランの討伐を誓い、その暁にはシャ

ルルが悲嘆と怒りに明け暮れることになるだろうと仮定の話をしているところ

である。中世においてはireが他の語一特にこの場合のようにdoelqと対句の

形で現れることが多い（もっともこの作品ではあまり見られないが）。先ほどire

が「悲しみ」の意味も請け負っているという証言を挙げたが、対句の形を取り

doelが前置されることにより、後置されたireの意味範囲が限定されてくる

－つまりこの場合はかなり純粋な怒りを表していることになる。（10）

GodistRollant：≪Porqueimeportezire？≫ 1722

ロランの軽率さから苦戦を強いられた同胞オリヴィェが、彼に対して冷たい

言葉を浴びせる。それに対してロランの発した問いである。

Quantl’emperereadfaitesajustice，

EescargleZeStlasuegranti喝

裏切り者のガメロンを処刑し、皇帝シャルルは自身の大いなる恨みを晴らし

た。

以上の8例は－そこに幾ばくかの悲しみが含まれていることがあったとして

も一紛れもなくその主要な意味素（sememe）は怒りである。

ところが残りの3例は必ずしもそうとは思えない。

Icilchevalchentfierementeai作，

Puisescrientl，enselgnepaenime．

マルシル軍のアフリカ勢が巻き返しに出る。彼らは勇猛に（fierement）、猛り

狂ったように（aire）馬を走らせる。Bedier訳では≪avecfureur≫となって

いるが、この語句は突進の様が猛烈であることを表現しているのであって、当

人たちは特定の人物に対して怨みや怒りを担いているのではない。furi。uS。－

mentという様態の副詞で訳し変えることも可能である。
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Labatailleestmerveilluse ehastive．

Franceisiferentparvlgurep鱒rin，

ここではparvigurとparireが対句になっている。戦いにおけるフランス勢

の攻撃の凄まじさを表現しているのであって、だれかの感情を問題としている

のではない。

上記二例のように、ireが特定人物の一本体なしの感情は存在し得ない一感情

を表さず、強い感情を表す語として様態表現に転用されている場合がある。

それにしても2944行のireのように、「悲しみ」を表している例は他には見あ

たらない。irur等の他の派生語についてはどうであろうか。（11）

irur irrem ent irez lranCe irascut

怒 り ○○ ○○ ○

苛立ち ○ ○○

悲 しみ ○○ ○

様態 ○

その他

全12生起中怒りを表しているのが5例。全体的に見て、これらの語嚢の基本

的意味が怒りであることは察することができるが、同時に多義的（polysemi－

que）であることも確かだ。現代語において、「怒り」と「苛立ち」だけならと

もかく、それに「悲しみ」まで一つの語の中に入っていることがあり得るであ

ろうか。（12）

ちなみにCurutは4例中3例が怒りを表し、1例はどちらかというと無念・悔

しさを表しているように思われる。Maltalantは．3例ともほぼ怒りの意味で用

いられていると言って良いであろう。

3．

「怒りとは、自分とか自分のものが明らかに軽んぜられ、しかもその軽ん

ぜられたことが適切でないとき、それに対して苦痛に悩んで相手に報復せん

とする欲望のことである。」
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これはセネカも前掲の著書の中で引用した「怒り」に関するアリストテレス

の定義である。（13）我々は古仏語の怒りを表す語桑について考察してきたわけだ

が、最初に述べたようにこのような感情を表す語嚢の扱いに関して未だ確たる

方法論の確立を見ず、意味内容の抽象性が常に我々を不安に陥れる。そもそも

怒り、悲しみ、怨み等々・・・定義およびそれぞれの領域確定が可能なのだろ

うか。（14）

Kleiber（1978）は諸感情を区別するための弁別意味素性（semedistinctif）

を考案する。（15）

≪M a lv e illa n c e≫ ≪D o u le u r≫ ≪E m o tio n ≫

J o ie － － ＋

C o le r e ＋ ＋ ＋

．C h a g r in － 十 ・ ＋

H o s tilite ＋ － －
A g r e s s iv it e ＋ － ＋

R a n c u n e ・ ＋ ＋ －

音韻レベルの弁別素性に倣って、ある感情とある感情を対立させる素性を抽

出し、それを敵意（malveillance）・心痛（douleur）・心の高揚（emotion）に

まとめ、有無を表記する。ここでの素性はメタ言語なので、文字どおりの意味

にとってはならない。

この表を出発点として従来の類義性（synonymie）について考えてみよう。ire，

curutの具体的使用例に現れる「怒り」と「苛立ち」は、直感的に捕らえると非

常に近い感じがするが、後者をこの素性表に当てはめればそれぞれの素性にお

いてマイナスに（相対的に）近づくことがわかる。そうならばcolereとirrita－

tionは、aCtivit喜一paSSiviteという対立軸の上で捕らえることができそうだ。更

にこれらの語がしばしば表す「悲しみ」という感情は、怒りと比べて「敵意」

という素性だけが欠如している。他の二つの素性「心痛」「高揚」は自分の内部

だけで完結しうる感情であるのに対して、敵意だけは相手（どんなに漠然とし

たものでも）が無ければ成立しえない。つまりire系の語彙が取りうる意味の中

で、怒りは上述の対立軸の上で最も左寄りにあり、具体的な生起においては、

相手に対する攻撃性の大小によってそれが苛立ちになったり悲しみや苦悩とし

て現れてくるのであろう。

－181－



中世は類義語の豊富な時代だと言われることがある。これは実は、遠く離れ

た時代から見ている研究者が、しばしば対象とする空間的・時間的範囲を大き

く取りすぎることから来る誤解である場合がある。このささやかな研究の意義

は、W・VOnWartburgの次の言葉に支えられている。（16）

「古フランス語の語彙の豊富さを測るためには、・一人の同じ作家の語嚢を

調べねばならない0その時に初めて、この時代の一人の人物の言語意識には

どんな語が共存していたのかを知り得るであろう。」

【注】

（1）オクスフォード版以外に写本としては、14世紀にフランコ・プロヴァンサル語で書かれた

ヴェニス聖マルコ寺図書館本第四号、シャトールー市図書館本、パリ国民図書館本などがあ

る0またドイツや北欧の翻訳が数編あり、古いものは12世紀前半まで遡る。（バグァリアの

僧コンラッドが訳したもので、その底本－オクスフォード写本より古い可能性がある－は、

残っていない。）

ここでコーパスとして使用したのは、LaChansondeRoklnd，Publiさed，aprさslemanu－

SCritd’0ⅩfordettraduiteparJ・Bedier・Paris，Piazza，1964であるが、必要に応じてL．

Cledat‥LaChansondeRohlnd・teXteduXIesiecle，Paris，LibrairieGarnierFreresも

参照した。

（2）現存する最古のフランス語文献とされる『ストラスブールの誓捌（842）には、兄弟を表

す語（frere）が三カ所に現れているが形はfradreとfradraに割れている。この時代には

－そしてかなり後になっても－強勢を持たない語尾子音（後に無音化）の綴りには迷いが見

られる。

（3）綴りの不安定さは鼻母音についても同様であるotalentとtalantが気まぐれに交替し、こ

の写本においても両方が見られる。

（4）≪J，aiquelquemaltalantcontreM・deMalesherbes．≫Gougenheimp．127より。

（5）実際、Malherbe，Corneilleのような古典主義作家の作品中にもireは見られるし、消え

てしまったと言ってもロマン主義の詩人LAmartineなどは好んで使っていた。

（6）ロラン中に現れるものとしてはrageなどがあるが、この語は一時的な怒りを表すと言う

よりは持続的な怨みや憎悪を表すことが多いようだ。≪Vosestesvifsdiables．－EIc。rSV。S

estentre占mortelrage・≫（746－747）限定詞としてmortelを伴うことがままあり、現代語

でもhainemortelle（激しい憎悪）という表現が残っている。

（7）実際にはこの作品は、言語面で言うと方言色の少ないもので、後の標準語の母胎となった
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フランシアン方言に近い部分がある。

（8）p．131．

（9）かっこ内の現代語訳はGougenheimによる。ちなみにBedierの訳は≪Grandeestl，an＿

goisse de Charles！≫。ireおよびその派生語が「悲しみ」の方により傾いた時、Bedierは

・angOisseを主に当てている。

（10　G・Kleiberはireの中には現代語で言うcolereとdouleurの二つの意味が存在し、分析

に当たってはこの二つを分けて考える七いう立場を取っている。（ただし、分析の道具とし

て当てられたこの二つの現代語は、不適切で誤解を招きやすいということを彼自身も認め

ている。）

彼によるとdoelとireが並置される場合、普通はdoel十ireとなると言う。（彼は反対に

なる例も挙げているが、確かにロラン中に確認される二例－304と971－もそうなってい

る。）r

こうなる理由として彼は、ireの多義性（polysemie）を挙げる。対句で用いられた時ire

は怒りを意味するわけだが、doelを先行させることによりireの持つもう一つの大きな意

味である悲しみ・苦悩を予め読み手の解釈から取り除くのだという。

（lD　派生語間の関係が一様でないことは考慮に入れておくべきであろう。irascutは、俗ラテ

ン語の＊irascereから（動詞のiraistreと共に）来ているが、元々はireと関係があるにして

も直接そこから出てきたわけではない。A．J．Greimasの古仏語辞典ではireとは別項目に

なっている。

（12）ire■の意味の二重化についてW・M・Hackettが興味深い考察を行っている。≪Le mot

“ire”etsesderives，tOutengardantlesensprimitifdeCOLEREpeuvent，deslesplus

ancienstextes，eXprimerdesnuancesdechagrinetdedouleur．≫古典ラテン語では怒り

しか表さなかったireが悲しみや苦悩を表すようになった理由の一つとして、類義語curut

の影響を挙げる。この語が物理的な意味から気分の変化を表すようになり、それがある時に

は悲しみをある時には怒りを表すことになったのだと言う。また、同じラテン語のiraから

来ているイタリア語のiraにも明らかに苦痛や悲しみを表す例が見られるという。

（13）出典は『弁論術』ⅠⅠ，ii・ただしセネカは別のところから引用した可能性がある。

（14）Kleiber（1978）はこの間題について詳細な議論を展開している。ただ筆者から見ると、

彼の方法はマクロな面を（つまり言語外事実を）重視しすぎているように思われる。

また、感情そのものの研究は言語学者の領域ではない。我々は言語現象の記述にとって有

用な範囲での考察に止めるべきであろう。

（15）Ibid．p．37．

㈹　p．98．（翻訳ではp．103）
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